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  令和５年度「全国学力・学習状況調査」の結果について 

 

１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児

童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、

教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

  

（２）調査の対象および内容 

  ・調査対象 … 小学校第６学年（市内９校）323 人、中学校第３学年（市内６校）292 人 

  ・調査内容 … 教科に関する調査  

・小学校第６学年：国語、算数（各 45分） 

          ・中学校第３学年：国語、数学、英語（各 50 分） 

          生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

・児童生徒に対する調査（20～40分程度） 

・学校に対する調査 

  ・調査期日 … 令和 5年 4月 18日(火) 

中学校英語「話すこと」、児童質問紙オンラインについては期間内実施 

 

２ 教科に関する調査の結果 

（１）標準学力調査の平均正答率 

      小学校第６学年                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語は滋賀県、全国平均と比べて下回る。特に、「情報の扱い方」「話す・聞く」に課題がある。 

算数は滋賀県、全国平均と比べて下回る。特に、「図形」「データの活用」に課題がある。 

全国 滋賀県 米原市
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中学校第３学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）正答率が低かった問題 

①小学校第６学年【国語】「読むこと」「思考・判断・表現」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語は滋賀県、全国平均と比べてわずかに下回る。「言葉の特徴」「言語文化」に課題が見られる一

方で、「読むこと」では、滋賀県、全国平均を上回っている。 

数学は滋賀県、全国平均と比べて同じかわずかに上回る。「図形」に課題が見られる一方で、「デー

タの活用」「関数」では、滋賀県、全国平均を上回っている。 

英語は滋賀県、全国平均と比べて上回っている。「書くこと」に課題が見られる一方で、「読むこと」

「聞くこと」では、滋賀県、全国平均を上回っている。 

(％) 
(％) (％) 
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② 小学校第６学年【算数】「図形」「知識・技能」「思考・判断・表現」 
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③中学校第３学年【国語】 「言葉の特徴や使い方に関する事項」「知識・技能」 

             「我が国の言語文化に関する事項」「知識・技能」 
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 ④ 中学校第３学年【数学】「数と式」「思考・判断・表現」 

「図形」「思考判断表現」「知識・技能」 
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⑤ 中学校第３学年【英語】「書くこと」「思考・判断・表現」 
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＜調査結果のポイント＞ 

【小学校国語】 

○「言葉の特徴や使い方に関する事項」において、学年別漢字配当表に示されている漢字を文の

中で正しく使うことができている。 

〇「読むこと」の領域において、目的に応じて、文章と図表などを結びつけるなどして必要な情

報を見つけたり、情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し

方を理解し使うことができるかどうかに課題が見られた。 

○「話すこと・聞くこと」の設問では、必要なことを質問しながら聞き、話し手が伝えたいこと

や自分が聞きたいことの中心を捉えることに課題が見られた。 

 

【中学校国語】 

○「読むこと」の領域では、観点を明確にして文章を比較し、表現の効果について考えたり、

文章を読んで理解したことなどを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり深めたりす

ることができていた。 

○「我が国の言語文化に関する事項」の領域では、歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読

むことや古典の原文と現代語の文章とを対応させて、内容を捉えることに課題が見られた。 

＜調査結果のポイント＞ 

【小学校算数】 

○「変化と関係」に関する設問では、伴って変わる二つの数量について、表から変化の特徴を

読み取り、表の中の知りたい数を求めることができていた。 

〇「数と計算」に関する設問では、加法と乗法の混合した整数の計算をしたり、分配法則を用

いたりすることができていた。 

〇「図形」の領域では、台形の意味や性質について、高さが等しい三角形について、底辺と面

積の関係を基に面積の大小を判断し、その理由を言葉や数を用いて記述することに課題が見

られた。 

 

【中学校数学】 

○「関数」の領域では、事象を理想化・単純化することで表された直線のグラフを、事象に即

して解釈すること、事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することはでき

ていた。 

〇「図形」の領域では、ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明したり、条件を変えた

場合に事柄が成り立たなくなった理由を、証明を振り返って読み取ったりすることに課題が

見られた。 
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３ 質問紙調査の結果 

（１）質問紙調査の肯定値 

  ①「肯定値」とは 

各質問の回答について「強い肯定」「弱い肯定」で回答した児童生徒の割合 

  ② カテゴリー分類 

   Ⅰ 自己認識 ⇒「自尊心」「扶助」「充実感と向上心」 

   Ⅱ 学校環境 ⇒「学習環境」「学級環境」「ICT 活用」「規範意識」 

   Ⅲ 学習状況 ⇒「表現活動」「主体性」「対話」「汎用・活用」 

   Ⅳ 生活・学習習慣 ⇒「生活習慣」「学習習慣」 

      Ⅴ その他  ⇒「読書活動」「異文化理解」「地域参加」 

 ③ 小学校第６学年の肯定値 
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・最も肯定値が高い質問 

「朝食を毎日食べていますか。」「人の役に立つ人間

になりたいと思いますか。」97.3 

・最も肯定値が低い質問 

「新聞を読んでいますか。」10.4 

・全国と比較して肯定値が高い質問 

「今住んでいる地域の行事に参加していますか。」

71.0（+13.2）  

 「英語の勉強は好きですか。」77.8（+8.5）  

・全国と比較して肯定値が低い質問 

「５年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどの

ICT機器を、どの程度使用しましたか。」47.9（-14.5）  

「土曜や日曜など学校が休みの日に、１日当たりどれ

くらいの時間、勉強をしますか。（学習塾で勉強して

いる時間や家庭教師の先生に教わっている時間、イ

ンターネットを活用して学ぶ時間も含む）」13.7

（-11.0） 

学
習
状
況 

そ
の
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＜調査結果のポイント＞ 

【中学校英語】 

○「聞くこと」の領域において、情報を正確に聞き取ったり、日常的な話題について、目的に

応じて英語を聞き、必要な情報を聞き取ったりすることができていた。 

〇「書くこと」の設問では、社会的な話題に関して読んだことについて、考えとその理由を書

くことに課題が見られた。 

※各教科に関することや解答時間、 

などの質問は集計から除外。 
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 ④ 中学校第３学年の肯定値 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生活習慣」「自尊心」「扶助」「規範意識」「学級環境」「対話」「部活動」の値が８割を超えて

良好である。多くの項目で全国平均を上回っているが、全国と比較すると、「地域参加」の値が

特に高く、「ICT 活用」「表現活動」に大きな課題がある。改善案としては、授業後の振り返り

において ICT を活用し、友だちの考えや学びから、自分の考えを再構築する活動を習慣化する

こと、調べたことをプレゼンテーションにまとめ、仲間や地域の方などに伝える活動を仕組む

ことなどが挙げられる。 
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「生活習慣」「自尊心」「充実感と向上心」「扶助」「規範意識」「学習環境」「学級環境」の値が８

割を超えて良好である。全国と比較すると、「地域参加」の値が高く、「ICT 活用」「学習習慣」に

課題が見られる。改善案としては、学習内容や調べた内容について、プレゼンテーションソフト

等の ICT を使ってまとめ、発表すること、家庭学習に進んで取り組みたくなるような課題にした

り、家庭に呼びかけながら、連携したりすることが挙げられる。 

・最も肯定値が高い質問 

「いじめは，どんな理由があってもいけないこと

だと思いますか。」「人の役に立つ人間になり

たいと思いますか。」「毎日、同じくらいの時刻

に起きていますか。」95.0 

・最も肯定値が低い質問 

「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から

金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、PC・タ

ブレットなどの ICT機器を、勉強のために使っ

ていますか（遊びなどの目的に使う時間は除

く）」10.0 

・全国と比較して肯定値が高い質問 

「今住んでいる地域の行事に参加しています

か。」50.0（+12.0）   

「普段（月曜日から金曜日）、平均して何日学

校の部活動に参加していますか。」80.6（+8.0）  

・全国と比較して肯定値が低い質問 

「１，２年生のときに受けた授業で，ＰＣ・タブレ

ットなどのＩＣＴ機器を，どの程度使用しました

か」22.3（-38.8）  
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（２）学力調査結果とのクロス集計 

【Ⅳ 生活・学習習慣】（質問紙調査における児童生徒が回答した選択肢別の国語の平均正答率） 

① 「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか。」 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【Ⅱ 学習状況】（質問紙調査における児童生徒が回答した選択肢別の各教科の平均正答率） 

② 「５年生（中学２年）までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えが

うまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか」 

        

 

        

 

 

・児童生徒ともに、毎日同じくらいの時間に起きている児童生徒ほど、国語の平均正

答率が高い傾向がある。 
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③ 「学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につな

げることができていますか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることがで

きていますか」 
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・自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立

てなどを工夫して発表していると回答した児童生徒ほど、どの教科においても平均正答率

が高い傾向がある。 

・学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につな

げることができていると回答した児童生徒ほど、どの教科においても平均正答率が高い傾

向がある。 

・学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることが

できていると回答した児童生徒ほど、どの教科においても平均正答率が高い傾向がある。 
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